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1.はじめに

~ラィ示有高伝達関数の一つとして連立チェビシェフ特性がある。連立チェビシェフ特性は.通過域と減食
域の両方にリップルを持つことにより,鋭い速断特性になる。また、 FマトリクスにおいてA要素とr)要素
の等しい回路を対称回路という。対称回路は振帽自乗関数が寄開放の自乗で表わされ、対称格子回路に変換
Ts^r

本研究では、奇数次迎iLチェビシェフ特性を,対称性を利用して能動RC回路として構成する方法.及び,
その実験楢巣を報告する。

2.対称回路について

図1四増子回路　　　　　　図2　対称格子回路

図1の四増子回路において、 A要務とD要素が等しければ対称回路となり、図2のような対称格子回路に変
換できる.図1、図2の2つの回路は、 Fマトリクスにおいて式(I)のような関係を満たしている。従って、

与えられた振幅特性からFマトリクスを求め、式(1)を用いることによりZ.、 Z.が求まる。式(1)の右項をZ
マトリクスに変換すれば式(2)が得られる。

図3　直列接援した回路　　　　図4　図3のR-R形のS FG

従って、式(3)、式(4)より図2の回路は図3の直列接続した回路に変換することができる。図3の回路を

シグナルフローグラフ【り(以下SFGと略す)に変換し. R-R形(ここで的靖,終増抵抗は典にlE2とし
た)_で構成したものを図4に示す。

3.対称性を用いた連立チェビシェフ特性を有する回路の構成
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読(1)の各要素を比較することにより式(5)・式(6)が柑られる。式(5)・式(6)より、 Fマトリクスの各萄知
からzo、 zIを尊くことができる・図5の5次連立チェビシェフ特性の回路のFマトリクスを計算し、司
(5)、式(6)に代入LZo、 Z,を求め各々を迎分数展開すると、式(7)、式(8)になり、図6の回路が得られる,
(尚、図5の来子樋は以下で与えられる。 Cj=2.000560 、 C2=0.399214 . C3=2.247705
C4=1.188883、 C5=1.537829、 L2=0.830449,し=0.546898)

4.実験結果

図7のS FGに図8のZ。、 Zsを挿入し、能動RC回路で実験を行った紡巣を図9.図1 Oに示す。実験
回路の基となった図5の回路のリプル幅はα0-1.25dBである.カットオフ周波数fr= LOKHZとしたと
きの全体の振幅特性を図9、通過稀域の拡大図を図1 0に示す。図9、回1 0典にほぼ理論通りの特性を示
している。

5.まとめ
今回、対称回路について述べ、 5次の連立チェビシェフ特性を持つ回路を対称性の性質を利用して、能動
RC回路で構成し実験を行った。図9、図1 0の結果から見て、ほぼ理論通りの結果が得られた。今後の課
題としては,カットオフ周波数を上げていった時に,どの程度の周波数まで理論通りに動作するのか、また
その時、振幅特性にずれが生じた場合どのように補験していくかなどが挙げられる。
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